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予
想
も
し
な
か
っ
た
大
規
模

な
地
震
が
３
月　

日
東
北
地
方

11

を
襲
い
、
大
津
波
と
原
発
事
故

が
重
な
り
、
３
カ
月
余
り

経
過
し
た
現
在
も
何
ひ

と
つ
と
い
っ
て
い
い
く

ら
い
復
興
の
兆
が
見
え

ま
せ
ん
。
当
事
者
は
勿

論
の
こ
と
、
国
民
も
悲
し

さ
か
ら
国
な
ど
の
対
応

に
対
す
る
憤
り
を
感
じ

る
こ
の
頃
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

上
川
町
で
も
町
内
会

や
団
体
等
で
義
援
金
を

呼
び
か
け
た
り
、
職
員
や

医
師
な
ど
が
被
災
地
で

の
種
類
、
応
急
対
策
措
置
、
避

難
救
出
対
策
、
医
療
救
護
対

策
、
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど

今
後
の
防
災
対
策
上
の
課
題
、

問
題
点
に
つ
い
て
訓
練
を
つ
う

じ
評
価
・
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
旭
川
開
発

建
設
部
に
よ
る
秋
期
水
防
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、

関
係
職
員
を
派
遣
し
訓
練
等
の

内
容
を
把
握
し
、
今
後
の
総
合

訓
練
に
役
立
て
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　

諸
準
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
庁
内

関
係
課
及
び
消
防
関
係
を
中
心

と
し
た
準
備
会
議
を
設
置
を

し
、
訓
練
実
施
日
程
、
訓
練
概

要
案
等
を
策
定
を
し
、
そ
の

後
、
各
関
係
機
関
に
対
す
る
事

前
協
議
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
は
、

平
成
８
年
９
月
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
市
街
地
を
対
象
に
し
た
総

合
防
災
訓
練
か
ら　

年
経
過
し

15

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
対
象
区

域
の
検
討
、
想
定
さ
れ
る
災
害

福
島
原
発
事
故
と
広
が
る
放
射

能
汚
染
は
い
ま
だ
収
束
の
見
通

し
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
大
震
災
を
う
け
て
今
、

全
国
の
自
治
体
で
地
域
の
防
災

（
災
害
対
策
）
に
つ
い
て
、
真

剣
な
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
上
川
町
も

防
災
関
係
に
つ
い
て
先
の
総
務

文
教
常
任
委
員
会
で
町
長
の
方

か
ら
一
定
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
平
成　

年
度
に
総
合
防

24

災
訓
練
を
す
る
と
し
て
、
そ
の

準
備
を
す
す
め
る
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
総
合
訓
練
は
こ
の

　

年
間
、
上
川
で
は
行
わ
れ
て

15い
な
い
。
諸
準
備
と
関
係
機
関

と
の
協
議
は
ど
の
よ
う
に
す
す

め
ら
れ
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

　

　　

ま
ず
、
冒
頭
に
東
日
本
大
震

災
、
原
発
事
故
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、

改
め
て
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

３
月　

日
の
東
日
本
大
震
災

11

に
よ
る
甚
大
な
被
害
、
加
え
て

かみかわ議会広報･凛�������

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
第
３
回
町
議
会
（
定

23

例
２
）
の
一
般
質
問
は
、
６
月　
15

日
に
行
わ
れ
、
３
議
員
が
町
長
の

考
え
方
を
問
い
ま
し
た
。　

第３回町議会

般一
問質

総
合
防
災
訓
練
の 

計
画
は

沢
田　
議
員

（沢田武志議員）

早
い
時
期
に
準
備
会
議
を

設
置
し
た
後
、
事
前
協
議

を
開
始
す
る
予
定

町
長
答
弁

町
と
し
て
の
東
日
本
大
震

災
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

中
里　
議
員（中里保子議員）

（火災予防訓練の様子）（火災予防訓練の様子）
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毎
年
、
町
の
人
口
は
減
り
続

け
子
供
の
出
生
数
も　

人
程
と

30

頭
打
ち
か
ら
減
り
続
け
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
減
少
化
傾
向
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
の
林
業
の
衰
退
に

よ
っ
て
産
業
構
造
が
変
化
し
、

更
に
国
の
民
営
化
路
線
に
よ
り

事
業
の
縮
小
あ
る
い
は
再
編
又

は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
民

間
企
業
も
同
様
の
道
を
辿
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
活
力
は
確
実
に
失
い
出

し
、
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況

と
い
え
ま
す
。

　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

の
中
の
要
望
の
ベ
ス
ト
３
と
い

は
、
３
月　

日
に
毛
布
２
０
０

22

枚
を
現
地
に
発
送
、
義
援
金
に

つ
い
て
は
３
月　

日
よ
り
公
共

14

施
設
４
か
所
に
設
置
し
取
り
組

み
、
さ
ら
に
上
川
町
と
し
ま
し

て
本
議
会
に
義
援
金
２
０
０
万

円
の
補
正
を
お
願
い
し
、
被
災

地
へ
送
金
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

住
宅
関
係
で
は
、
公
営
住
宅

で
大
雪
団
地
４
戸
、
紅
葉
団
地

３
戸
、
民
間
施
設
に
つ
い
て
は

　

室
を
有
す
る
施
設
を
登
録

17し
、
準
備
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
在
２
世
帯
６
名
が

大
雪
団
地
に
入
居
し
、
必
要
な

電
気
製
品
、
布
団
、
日
用
品
な

ど
も
用
意
し
た
う
え
で
、
日
常

生
活
が
営
め
る
よ
う
対
応
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
被
災
者

の
方
々
の
自
立
支
援
を
め
ざ
し

た
支
援
策
等
に
つ
い
て
、
北
海

道
被
災
避
難
者
サ
ポ
ー
ト
登
録

制
度
「
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
」
と

連
携
す
る
と
共
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
等
関
係
機
関
と
も
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
、
と
思
い

ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

制
を
と
り
ま
し
た
が
、
現
時
点

で
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
被
災
地
に
お
け
る
支

援
で
あ
り
ま
す
が
、
３
月　

日
25

よ
り　

日
ま
で
緊
急
消
防
援
助

30

隊
北
海
道
第
５
次
派
遣
と
し
ま

し
て
、
上
川
中
部
消
防
組
合
か

ら
隊
員
５
名
、
内
上
川
か
ら
２

名
の
隊
員
と
救
急
車
１
台
が
石

巻
市
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月　

日
よ
り
５
月

23

１
日
ま
で
職
員
２
名
を
宮
古
市

へ
派
遣
、
市
役
所
の
指
示
に
よ

り
避
難
所
運
営
業
務
の
支
援
に

携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
関
係
で
は
、
３
月　

日
28

よ
り
５
日
間
に
わ
た
り
安
藤
院

長
、
４
月
５
日
か
ら
８
日
間
福

井
副
院
長
が
被
災
地
支
援
に
携

わ
り
、
６
月
６
日
か
ら
は
第
２

陣
と
し
ま
し
て
、
宮
地
副
院

長
、
安
藤
院
長
が
現
地
支
援
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
ボ
ラ
ン

テ
ア
活
動
と
し
ま
し
て
福
井
理

学
療
法
士
が
４
月　

日
よ
り
５

29

月
７
日
ま
で
支
援
活
動
を
行
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。　

　

支
援
物
資
に
つ
き
ま
し
て

て
あ
る
い
は
団
体
な
ど
と
提
携

し
た
積
極
的
な
被
災
者
支
援
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　　

今
回
の
震
災
発
生
後
の
上
川

町
へ
の
影
響
と
被
災
者
支
援
内

容
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
影
響
で
あ
り
ま
す

が
、
観
光
施
設
の
宿
泊
キ
ャ
ン

セ
ル
は
約
１
万
９
千
人
で
あ

り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
は
若
干

持
ち
直
し
た
も
の

の
、
厳
し
い
状
況

が
続
き
、
修
学
旅

行
の
誘
致
や
イ
ベ

ン
ト
の
充
実
等
が

計
画
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
観
光
施
設

の
災
害
被
災
支
援

事
業
と
し
て
は
、

２
９
０
室
９
９
０

人
の
受
け
入
れ
体

職
種
を
生
か
し
た
支
援
活
動
を

し
た
り
空
住
宅
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
が
、
一
方
で
観
光
の
街

と
し
て
層
雲
峡
温
泉
も
キ
ャ
ン

セ
ル
が
相
次
ぎ
、
大
き
な
痛
手

を
被
っ
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
者
の
心
労
が
一
時
的
に

で
も
解
放
さ
れ
る
よ
う
、
住

居
・
特
産
品
・
温
泉
な
ど
を
通

し
て
、
上
川
町
の
空
気
の
澄
ん

だ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

で
、
高
齢
者
の
方
は
長
く
住
み

続
け
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

を
抱
き
、
子
供
達
は
プ
ー
ル
も

グ
ラ
ン
ド
も
安
心
し
て
使
え
る

夏
休
み
を
過
ご
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
考
え
ま
す
が
、
行
政
と
し

北
海
道
被
災
避
難
者
サ

ポ
ー
ト
登
録
制
度
と
連
携

す
る

町
長
答
弁

（（緊急消防援助隊による被災地支援・宮城県石緊急消防援助隊による被災地支援・宮城県石巻市）巻市）

少
子
化
・
過
疎
化
に 

よ
る
対
策
を安

部　
議
員（安部逸雄議員）
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公
布
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
伴

い
、
関
係
す
る
町
税
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の

※
全
員
賛
成
で
可
決

◎
上
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

「
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
及
び
「
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
正
並
び
に
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
限
度
額
の
改
正
及

び
税
率
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

る
改
正
を
す
る
も
の

※
全
員
賛
成
で
可
決

◎
財
産
（
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
）
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
予

定
価
格
が
７
０
０
万
円
を
超
え

る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
お
よ
び
財
産
の

取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
３
条
に
よ
り
議
会
の
議
決

が
求
め
ら
れ
る
も
の

※
全
員
賛
成
で
可
決

◎
損
害
賠
償
に
係
る
和
解
及
び

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い

て
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
建
設
に
係

る
工
事
請
負
契
約
の
合
意
解
除

の
和
解
に
基
づ
く
損
害
賠
償
額

の
決
定
に
つ
い
て
議
会
の
議
決

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　

平
成　

年
第
３
回
上
川
町
議

23

会
（
定
例
２
）
は
６
月　

日
、

15

上
川
町
税
条
例
な
ど
の
一
部
改

正
、
財
産
（
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
）
の
取
得
、
平
成　

年
度

23

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

議
20

案
が
審
議
さ
れ
、
同
日
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

可
決
議
案
等　
―
―
―
―
―

◎
上
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
等
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
東
日

本
大
震
災
の
被
害
者
等
に
か
か

る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
法
律
が
4
月　

日
に

27

ん
ど
変
動
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
数
値
の
基
礎
に
な
り

ま
す　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
女

15

49

性
人
口
が　

年
間
で
率
に
し
て

10

　

・
４
％
、
人
数
に
し
て
３
４

35３
名
、
減
少
し
て
き
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
分

析
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
子
育

て
環
境
の
整
備
だ
け
で
は
な

く
、
子
育
て
世
代
の
若
年
層
が

働
き
や
す
い
、
収
入
も
あ
る
程

度
確
保
で
き
る
等
、
雇
用
環
境

な
ど
も
充
実
さ
れ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
過
疎
計
画
で
は
、
若

年
層
の
雇
用
機
会
の
確
保
に
向

け
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

新
た
な
産
業
の
創
出
、
地
場
産

業
の
経
営
基
盤
強
化
と
農
業
・

商
業
・
観
光
等
産
業
間
の
連
携

に
よ
り
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ

と
が
、
少
子
化
・
過
疎
化
対
策

に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
計
画
に
お
い
て
こ
の
地
域

に
あ
っ
た
優
先
順
位
と
い
う
も

の
を
き
ち
っ
と
見
極
め
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ん
。
放
課
後
の
対
応

を
任
せ
ら
れ
る
、
安

心
、
安
全
、
親
と
共
に

で
き
る
よ
う
な
場
所
、

１
人
誰
か
が
張
り
付

く
だ
と
か
あ
る
い
は

学
校
の
先
生
が
巡
回

す
る
だ
と
か
そ
う
い

う
形
で
、
総
合
的
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

優
先
順
位
も
時
に
は

決
め
な
が
ら
政
策
を

打
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、

少
子
化
の
原
因
の
分

析
、
過
疎
化
と
併
せ
た
対
策
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　　

少
子
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
平
成　
11

年
か
ら　

年
ま
で
の
出
生
率
は

20

１
・　

か
ら
１
・　

、
と
ほ
と

25

29

う
の
は
１
番
多
か
っ
た
の
が　
22

件
で
学
童
保
育
の
関
係
。
夏
休

み
、
冬
休
み
な
ど
も
や
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
形
に
拡
大
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
土

曜
日
、
日
曜
日
、
や
っ
ぱ
り
働

い
て
る
け
ど
預
け
る
と
こ
ろ
が

な
い
っ
て
い
う
よ
う
な
関
係
で

す
ね
。
２
番
目
が　

件
あ
っ
て

13

子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う

な
環
境
整
備
も
含
め
た
公
園
の

整
備
。
３
番
目
に
、
児
童
会
館

で
あ
り
ま
す
。
独
立
し
て
ど
う

の
こ
う
の
っ
て
形
は
い
り
ま
せ

産
業
の
創
出
に
よ
る
雇
用
機

会
の
確
保
と
産
業
間
連
携
に

よ
る
雇
用
の
安
定
を
図
る

町
長
答
弁

町町町町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会

町
議
会

�

�

審
議
結
果

（子育て支援行事に集まる親子）（子育て支援行事に集まる親子）

かみかわ議会広報･凛�������

薦
に
つ
い
て
は
、
上
川
町
農
業

委
員
会
の
定
数
等
に
関
す
る
条

例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議

長
に
お
い
て
川
上
隆
士
議
員
を

指
名

※
全
員
賛
成
で
推
薦

◎ 
議
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
７

月
４
日
、
総
務
文
教
・
産
業
福

祉
両
常
任
委
員
会
合
同
管
外
行

政
視
察
研
修
及
び
５
日
、
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
、
全
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
へ
の
派
遣

が
求
め
ら
れ
る
も
の

※
全
員
賛
成
で
可
決

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
層

雲
峡
・
大
雪
山
写
真
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
整
備
事
業
２
０
０
万
円
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
上
川

町
か
ら
の
見
舞
金
２
０
０
万
円

な
ど
の
補
正
。
歳
入
に
お
い

て
、
写
真
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備

事
業
に
つ
い
て
過
疎
地
域
等
自

立
活
性
化
推
進
交
付
金
が
交
付

決
定
と
な
り
８
６
０
万
円
増

額
、
併
せ
て
、
町
債
で
町
有

施
設
整
備
事
業
債
６
６
０

万
円
減
額
、
旭
川
信
用
金
庫

か
ら
の
指
定
寄
付
金
１
４

０
万
円
な
ど
の
補
正

※
賛
成
多
数
で
可
決

◎
町
立
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

並
び
に
町
立
介
護
老
人
保

健
施
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）
は
、
施

設
の
改
善
修
理
（
身
障
者
用

ト
イ
レ
）
に
伴
う
費
用
が
主

な
も
の
で
あ
り
按
分
等
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
補
正

※
全
員
賛
成
で
可
決

◎ 
農
業
委
員
会
委
員
の
推

　議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報議会・議会広報 に対して、
　　　　　　みなさまのご意見をお寄せください。

役場議会事務局へ（３階）　�２－１２１１　　
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次の定例会は９月中旬開催の予定です。

問い合わせ先
議会事務局　２－１２１１（内線301）

※詳しくは、折込みチラシをご覧下さい。

◎義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 １/２への復元、「30人以下学◎義務教育費国庫負担制度堅持・負担率　１/２への復元、「30人以下学
級」の実現を目指す教職員定数改善、就学保障充実など2012年度国家予級」の実現を目指す教職員定数改善、就学保障充実など2012年度国家予
算編成における教育予算確保・拡充に向けた意見書の提出について算編成における教育予算確保・拡充に向けた意見書の提出について
提出者 安部 逸雄議員 外４人提出者　安部　逸雄議員　外４人
◎地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について◎地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
提出者 笠間 法考提出者　笠間　法考議員議員 外４人　外４人
◎北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める意見書の提出について◎北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める意見書の提出について　
提出者 川上 隆士提出者　川上　隆士議員議員 外２人　外２人
◎原発からの撤退、安全最優先と自然エネルギーへの転換を求める意見◎原発からの撤退、安全最優先と自然エネルギーへの転換を求める意見
書の提出について書の提出について
提出者 沢田 武志提出者　沢田　武志議員議員 外３人　外３人

（主な提出先） 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、（主な提出先）　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、
財務大臣、文部科学大臣、内閣府特命担当大臣（地域主権推進担当、総務財政政務担財務大臣、文部科学大臣、内閣府特命担当大臣（地域主権推進担当、総務財政政務担
当）、経済産業大臣 北海道労働局局長 北海道最低賃金審議会会長当）、経済産業大臣　北海道労働局局長　北海道最低賃金審議会会長
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に
つ
き
ま
し
て
は
、
茎
葉
（
け

い
よ
う)

が
降
雹
に
よ
り
損
傷

を
受
け
た
た
め
、
作
物
の
回
復

状
況
を
勘
案
し
、
代
替
え
作
物

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

  
「
そ
ば
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
播
種
（
は
し
ゅ
）
作
業

中
で
あ
り
、
す
で
に
播
種
が
終

了
し
て
い
る
ほ
場
が
冠
水
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
冠
水
時
間
が

長
い
場
合
は
、
発
芽
率
が
低
下

を
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
種

が
流
出
し
て
い
る
か
否
か
の
確

認
が
む
ず
か
し
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
生
育
状
況
を
見
極
め
、

蒔
き
直
し
の
対
応
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
農

業
共
済
の
対
応
も
含
め
て
検
討

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
技
術
指
導
を
仰
ぎ
対
策
を
講

じ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
被
害
面
積
及
び
被

害
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

の
生
育
状
況
の
推
移
を
把
握

し
、
確
定
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
こ
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
協
、

町
の
合
同
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

被
害
状
況
の
確
認
を
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

主
な
被
害
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
東
雲
朝
日
地
区
に
お

き
ま
し
て
、
斜
面
の
崩
落
に
よ

り
水
田
１
枚
の
う
ち
約
３
０

０�
が
土
砂
及
び
流
木
等
の

流
入
に
よ
る
被
害
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
。

　

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土

砂
及
び
流
木
等
の
除
去
を
行

い
、
苗
の
再
移
植
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
大
豆
・
か
ぼ
ち
ゃ
」

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
上
川
中
部
森
林
管
理
署

と
日
本
製
紙
㈱
社
有
林
の
経
営

管
理
者
で
あ
る
㈱
ニ
チ
モ
ク
林

産
北
海
道
及
び
上
川
町
の
三
者

に
よ
る
協
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
林
業
の
ま
ち
」
か
ら

「
森
林
の
ま
ち
」
へ
の
再
生
を

テ
ー
マ
と
し
、
昨
年
度
策
定
し

た
「
上
川
町
森
林
・
林
業
再
生

プ
ラ
ン
」
の
推
進
と
関
連
す
る

こ
と
か
ら
、
本
協
定
を
３
月　
18

日
に
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

月　

日
に
発
生
し
た
集

10
中
豪
雨
に
つ
き
ま
し
て

は
、　

分
間
の
最
大
降
雨

10

量
が　
�
と
な
り
、
昨

19

年
、
記
録
し
た　
�
を
上

12

回
り
上
川
町
の
観
測
史
上

１
位
を
記
録
し
、
午
後
２

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

間
の
３
時
間
雨
量
は　
�53

に
達
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
降
雹(
こ
う

ひ
ょ
う)

に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
発
生
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
被
害
状
況
の
把
握

に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

て
提
案
が
あ
り
、
こ
の
間
、
関

係
機
関
・
団
体
と
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
整
備
推
進
協
定

は
、
適
切
な
森
林
整
備
と
効
率

的
か
つ
持
続
的
な
森
林
経
営
の

推
進
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
木

材
資
源
の
安
定
的
・
持
続
的
な

供
給
を
図
る
た
め
、
国
有
林
と

隣
接
す
る
越
路
・
豊
原
・
共
進

地
区
を
森
林
共
同
施
業
団
地
と

設
定
し
、
森
林
整
備
の
方
法
、

事
業
に
必
要
な
路
網
の
設
置
及

び
維
持
運
営
に
関
す
る
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
有
林

と
民
有
林
が
一
体
と
な
っ
て
施

業
の
集
約
化
と
投
資
の
効
率
化

を
図
り
、
森
林
の
持
つ
多
様
な

機
能
の
高
度
利
用
発
揮
と
地
域

の
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、
今
後　
10

年
間
を
目
途
に
、
我
が
国
の
森

林
・
林
業
を
早
急
に
再
生
し
て

い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
、　
10

年
後
の
木
材
自
給
率
を　

％
以

50

上
に
す
る
目
標
設
定
を
し
、

国
、
地
方
公
共
団
体
、
森
林
組

合
・
森
林
所
有
者
等
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
し
、
相
互

に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
と
し
て
は
、「
上
川
町

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
て
い
る
こ
と
や
広
大
な

森
林
面
積
を
保
有
し
て
い
る
こ

と
が
背
景
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

北
海
道
森
林
管
理
局
旭
川
事
務

所
か
ら
本
協
定
の
締
結
に
つ
い

上
川
町
森
林
共
同
施
業
団
地　

越
路
・
豊
原
・
共
進
地
区

森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結
並
び
に
、
6
月　

日
集
中
豪

10

雨
に
伴
う
農
業
被
害
状
況
に
つ
い
て
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か
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長
か
ら
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（集中豪雨のため（集中豪雨のため側溝で氾濫している様子側溝で氾濫している様子））

２
）
の
運
営
に
つ
い
て

▽
４
月　

日
11

旭
ヶ
丘
地
区
活
性
化
計
画
に
つ

い
て

　

①
ル
・
ゴ
ロ
ワ
（
大
塚
氏
）

事
業
不
参
加
に
係
る
経
過
に

つ
い
て

②
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て

▽
５
月　

日
30

同
計
画
に
つ
い
て

①
新
た
な
シ
ェ
フ
の
誘
致
に

か
か
る
経
過
に
つ
い
て

②
工
事
請
負
契
約
の
解
除
に

つ
い
て

▽
４
月　

日　
13

１
４
１
号
の
編
集
に
つ
い
て

▽
６
月　

日
、
7
月　

日　

27

11

１
４
２
号
の
編
集
に
つ
い
て

　

所
管
各
課
等
の
平
成　

年
23

度
主
要
事
業
計
画
に
つ
い
て

担
当
課
長
等
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、
質
疑
を
行
う
と
と
も

に
層
雲
峡
・
大
雪
山
写
真

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
予
定
施
設
（
旧

層
雲
峡
小
学
校
）、
層
雲
峡
小

学
校
の
沢
・
砂
防
予
定
地
、
ホ

テ
ル
大
雪
従
業
員
宿
舎
（
旧
簡

保
従
業
員
宿
舎
）
の
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

▽
６
月
９
日

第
３
回
町
議
会
定
例
会
（
定
例

▽
５
月　

日　

所
管
事
務
調
査

25

　

所
管
各
課
等
の
平
成　

年
度

23

主
要
事
業
計
画
に
つ
い
て
担
当

課
長
等
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
質
疑
を
行
う
と
と
も
に
大

雪
展
望
台
（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
）、

旭
ヶ
丘
地
区
水
道
施
設
浄
水

場
、
菊
水
地
区
田
植
え
の
現
地

調
査
を
行
っ
た
。

▽
６
月
２
日　

所
管
事
務
調
査
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委
員
会
の
動
き

委
員
会
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動
き
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務
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旭
ヶ
丘
地
区
活
性
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計
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に
関
す
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自
治
功
労
者
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰

　

こ
の
た
び
、
藤
井
吉
信
議
長
が
議
会
議
長
と
し
て
７
年
以

上
、
遠
藤
和
男
副
議
長
、
大
西
裕
議
員
、
菅
家
幸
雄
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
議
会
議
員
と
し
て　

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治

15

の
振
興
発
展
に
寄
与
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
北
海
道
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受
け
、
６
月　

日
、
第
３
回
町
議

15

会(

定
例
２
）
の
開
会
前
に
議
場
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（向かって左から菅家議員、遠藤副議長、藤井議長、大西議員）（向かって左から菅家議員、遠藤副議長、藤井議長、大西議員）

(層雲峡小学校の沢・砂防予定地(層雲峡小学校の沢・砂防予定地))

(旭ヶ丘地区水道(旭ヶ丘地区水道施設施設浄浄水水場)場)
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議会や議会広報に対する
ご意見や気のついた点等

議会を傍聴してどんな感想をもちましたか対 象 者
（性別・年齢・
　傍聴回数） ③ 気 の つ い た 点② 悪 い 点① 良 い 点

・頑張っておられることは感覚と
してわかるので更に研さんを。

・問題提起が拡散して自分の主張
のポイントは何なのか、地に足
のついた主張が必要ではないか。

・問題提起はポジションでされた
ことは、よい…。男性・７０代・

５ 回 目

・上川町の過疎化について若者の
雇用の場が町内にはほとんどな
いのが現状である。町としては
企業の誘致を含め人を呼び込む
方策等を発展させなければ人口
の増は望めないと思います。

←

【回答】企業誘致担当課（企画
総務課）にご意見を伝えておきま
した。

・防災訓練となると大規模な場所
にとらわれがちですが、もっと
きめ細かい部分的な個所の防災
も訓練の中に組み込んではどう
でしょうか。

←

【回答】防災担当課（企画総務
課）にご意見を伝えておきまし
た。

・町長だけの答弁に終始し、各関
係課長の説明も聞きたかった。

←

【回答】一般質問につきまして
は、町長に答弁を求めているた
め町長がお答えをしております。
　なお、補正予算・条例改正等は
関係課長が答弁しております。

・提言者だけでなく議員さん全員
が真剣に聞いていたのが大変印
象深く感じました。

男性・７０代・
２ 回 目

・議員自ら町民の中に入ってい
き、町民の考え方を聞き、議員自
身の考え方を入れて質問された
ら良いと思います。次回も傍聴
したいと思います。

・今回の議会の案内を新聞折り込
みで頂きましたが、傍聴者が少
ないのは町民の議会に対する意
識の低さに失望しました。

・過去何回か傍聴していますが、
一度も質問されない議員さんも
います。いろいろな角度から多
くの議員さんが質問されて上川
町の活性化に努力されたい。

・議員の皆様（質問された方）の
考え方が理解できました。男性・６０代・

７ 回 目

・今後も関心を深めて参ります。
　

・視点を変えて上川町行政(含む
議会活動)をあらためて勉強させ
ていただきます。

男性・６０代・
１ 回 目

６月１５日に開催した第３回町議会 （定例２)に５名の傍聴があり

、

今回も前回に引続きアンケ ートを実施し回答をいただきました
ので

、

下表のとおり報告いたします

。

なお

、

前回ご指摘等のあった傍聴マナ ーについてや当日の議会運営についてを開会前に

、

榎本
議会事務局長から説明を行いました

。

また

、

要望の多かった議案資料については補正予算議案に関して議員と同じものを配布いたし
ました

。

今後も寄せられたご意見等を参考に改善に努めて参ります

。

議会傍聴アンケ－ト結果報告
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